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1
9
4
3
年
東
京
都
生
ま
れ
。
東
京
教
育
大
学
卒

業
。
筑
波
大
学
教
授
、
当
館
教
授
、
林
原
美
術
館
館

長
、
静
岡
文
化
芸
術
大
学
学
長
な
ど
を
歴
任
。
現
職

は
M
I
H
O 

M
U
S
E
U
M
館
長
、
当
館
名
誉
教
授
。

2
0
1
3
年
、
中
日
文
化
賞
を
受
賞
。
著
書
は
『
日

本
料
理
の
歴
史
』（
吉
川
弘
文
館
）、『
熊
倉
功
夫
著

作
集
』
全
7
巻
（
思
文
閣
出
版
、
刊
行
中
）
な
ど
。

 1    

 1 エッセイ　千字文 

	 	 守屋毅さんとシーボルト
	 	 熊倉 功夫

 	 特集		シーボルトの日本博物館
 2  「よみがえれ！	シーボルトの日本博物館」によせて	
	 	 	園田 直子

 4  観察された自然と文化のかたち	
	 	 	野林 厚志

 6  シーボルトが手に入れた日本の地理情報	
	 	 	青山 宏夫

 8  父と子が集めたアイヌコレクション	
	 	 	佐々木 史郎
 10  ◯◯してみました世界のフィールド 

タイ王国の展示を秋田へ	
平井 京之介

 12  みんぱくInformation

 14  想像界の生物相 

北尾重政・政美の描いた「白沢の図」	
佐々木 聡

 16    新世紀ミュージアム 

良渚博物館	
韓 敏

 18  手芸考 

震災と手芸とコミュニティと	 	  
塩本 美紀

 20  ながなんぢゃ 

それも言語学者の仕事なの？	
早稲田 みか

 21 次号予告・編集後記

月刊

8月号目次

　
民
博
の
特
別
展
は
い
つ
も
異
文
化
交
流
を
テ
ー
マ
と
し

て
い
る
が
、
そ
の
中
に
直
接
で
あ
れ
間
接
で
あ
れ
「
日
本
」

と
い
う
視
点
が
常
に
意
識
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
が
日
本
の

文
物
を
扱
う
展
示
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
外
か
ら
見
た
日

本
理
解
が
、
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
私
に

と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
一
九
九
〇
年
に
守も

り

屋や

毅た
け
し

さ
ん

が
企
画
し
実
現
し
た「
海
を
渡
っ
た
明
治
の
民
具
　
モ
ー
ス・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
展
で
あ
る
。

　
守
屋
さ
ん
は
大
森
貝
塚
発
見
者
で
あ
る
お
雇
い
外
国
人

モ
ー
ス
か
ら
は
じ
ま
り
、
日
本
文
化
の
観
察
者
と
し
て
の

モ
ー
ス
、
さ
ら
に
モ
ー
ス
が
持
ち
帰
っ
た
ぼ
う
大
な
日
本
資

料
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、厳
選
さ
れ
た
モ
ー
ス・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
日
本
に
里
帰
り
さ
せ
た
。
こ
の
間
、
約

一
〇
年
の
歳
月
が
費
や
さ
れ
て
い
る
。
守
屋
さ
ん
が
心
血
を

そ
そ
い
だ
こ
の
展
覧
会
は
、
そ
の
後
の
、
日
本
資
料
里
帰

り
展
の
一
つ
の
規
範
に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　
守
屋
さ
ん
は
こ
の
展
覧
会
に
す
べ
て
を
燃
や
し
尽
く
し

た
か
の
よ
う
に
、
そ
の
終
了
と
同
時
に
末
期
癌が

ん

の
宣
告
を

受
け
、
わ
ず
か
五
〇
日
余
り
の
闘
病
の
後
、
翌
一
九
九
一
年

二
月
四
日
に
四
七
歳
の
若
さ
で
没
し
た
。

　
当
時
筑
波
大
学
に
い
た
私
は
病
院
で
何
度
か
守
屋
さ
ん

の
話
を
き
く
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
後
に
私
自
身

に
深
く
関
係
す
る
会
話
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
次
は
シ
ー
ボ

ル
ト
を
や
り
た
い
」
の
一
言
だ
っ
た
。

　
私
は
守
屋
さ
ん
が
な
く
な
っ
た
あ
と
、
そ
の
ポ
ス
ト
を
埋

め
る
べ
く
民
博
に
着
任
し
た
。
そ
の
二
年
後
、
突
然
、
ボ

ン
大
学
教
授
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
ラ
イ
ナ
ー
先
生
か
ら
民
博
で
の

「
シ
ー
ボ
ル
ト
展
」
の
指
名
を
受
け
た
。
こ
れ
は
天
上
に
い

る
守
屋
さ
ん
の
意
志
に
違
い
な
い
と
感
じ
た
。
一
九
九
六
年

が
シ
ー
ボ
ル
ト
の
誕
生
二
〇
〇
年
に
あ
た
る
の
で
、
こ
れ
を

機
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

息
子
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
も
加
え
て
、
父
子
が
集
め
た
日
本
資
料
の
総
合
的
な
研

究
と
里
帰
り
展
を
開
催
し
よ
う
と
い
う
企
画
で
あ
る
。

　
特
別
展
「
シ
ー
ボ
ル
ト
父
子
の
み
た
日
本
」
の
開
会
式

に
私
は
特
別
な
思
い
で
一
本
の
ネ
ク
タ
イ
を
着
用
し
た
。
そ

れ
は
守
屋
さ
ん
が
な
く
な
っ
た
そ
の
年
の
秋
に
、
シ
ー
ボ
ル

ト
調
査
に
行
く
予
定
で
買
っ
て
お
い
た
ネ
ク
タ
イ
で
、
没
後

に
奥
様
の
正
子
さ
ん
か
ら
頂
戴
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
シ
ー
ボ
ル
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
研
究
は
進
み
、
昨
年
そ

の
後
の
成
果
が
展
観
さ
れ
た
。
こ
の
た
び
の
シ
ー
ボ
ル
ト
展

に
は
新
資
料
も
展
示
さ
れ
、
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。
モ
ー
ス

や
シ
ー
ボ
ル
ト
が
、
何
を
日
本
の
中
に
発
見
し
よ
う
と
し

た
の
か
、
と
い
う
異
文
化
交
流
の
視
点
は
、
今
後
も
、
在

外
日
本
資
料
の
研
究
と
展
示
に
き
っ
と
生
か
さ
れ
る
こ
と

と
期
待
し
て
い
る
。


